













































































































































































































































































































































































































































































































































































































うな心理が、隠微 中に夢 あ われ 藤壺のことばに響いていると考えられる。また若紫の巻に明石上の唸が初めて見え のであるが、
明石上も中流女性という恋味で、
やはり気分の通い合うものが
認められると思う。
要するにここには帯木・空蜘ぃ夕顔三巻の源氏物語全体の中にお
ける構成上のOO述を拾じたのである
が、
この三巻の存在によって、
源氏•藤壺の交渉の展開を側面から推定するこ
とができ
るのは、
最も重要である。あえて輝く藤壺 巻を必要としないのである。
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